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論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本研究では､砂ネズミ5分間の一過性全脳虚血モデルを用いて､海馬
歯状回での神経新生について､増殖､移動､分化の3段階にわけて検
討した｡増殖に関してはBrdUを､移動に関してはPSA-NCAMを､神経
細胞-の分化に関してはNeuNを､アストログリア-の分化に関して
はGFAPをそれぞれマーカーとした｡その結果､虚血後の海馬歯状回
において､頼粒下帯で増殖した神経幹細胞が頼粒細胞層に移動し､主
に成熟神経細胞に分化することについて､2か月間の経時的検討によ
り明らかにした点で､本研究は価値ある業績であると認める｡
よって､本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると認める｡
